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(57)【要約】
【課題】表示面内の温度分布による表示のばらつきを解
消すること。
【解決手段】表示駆動装置は、コレステリック液晶層を
含む複数の表示画素を有する表示装置を駆動する表示駆
動装置であって、表示装置の温度を取得する温度取得手
段と、多値画像データを記憶する画像記憶手段と、コレ
ステリック液晶層に印加されるデータ電圧の温度依存性
を示す補正テーブルを記憶するテーブル記憶手段と、画
像記憶手段に記憶された多値画像データを２値のデータ
に変換し、２値のうち少なくとも一方に対応するデータ
電圧が、温度取得手段により取得された温度およびテー
ブル記憶手段に記憶された補正テーブルに基づいて補正
される２値化手段と、２値化手段により決定されたデー
タ電圧を表示装置に出力する出力手段とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査電極と複数のデータ電極との交点に対応して設けられ、前記走査電極に走査
電圧が印加され、かつ前記データ電極にデータ電圧が印加されたときに、前記データ電圧
および前記走査電圧に応じた駆動電圧が印加されるコレステリック液晶層を含む複数の表
示画素を有する表示装置を駆動する表示駆動装置であって、
　前記表示装置の温度を取得する温度取得手段と、
　多値画像データを記憶する画像記憶手段と、
　前記コレステリック液晶層に印加されるデータ電圧の温度依存性を示す補正テーブルを
記憶するテーブル記憶手段と、
　前記画像記憶手段に記憶された多値画像データを２値のデータに変換し、前記２値のう
ち少なくとも一方に対応するデータ電圧が、前記温度取得手段により取得された温度およ
び前記テーブル記憶手段に記憶された補正テーブルに基づいて補正される２値化手段と、
　前記２値化手段により決定されたデータ電圧を前記表示装置に出力する出力手段と
　を有する表示駆動装置。
【請求項２】
　前記表示装置が複数の領域に区分され、
　前記温度取得手段が、前記複数の領域の各々の温度を取得し、
　前記２値化手段が、前記領域毎に補正を行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示駆動装置。
【請求項３】
　前記温度取得手段により取得された温度から、処理の基準となる基準温度を決定する基
準温度決定手段をさらに有し、
　前記２値化手段が、前記複数の領域の各々について、その領域の温度と前記基準温度と
の差に基づいて補正を行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の表示駆動装置。
【請求項４】
　前記出力手段が、それぞれ電圧値の異なる第１の動作モードおよび第２の動作モードの
うちいずれか１つの動作モードに対応するデータ電圧を前記コレステリック液晶層に印加
し、前記第１の動作モードおよび前記第２の動作モードにおいて前記コレステリック液晶
層で２値表示を行うことができる温度範囲である温度マージンがそれぞれ異なる
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示駆動装置。
【請求項５】
　複数の走査電極と複数のデータ電極との交点に対応して設けられ、前記走査電極に走査
電圧が印加され、かつ前記データ電極にデータ電圧が印加されたときに、前記データ電圧
および前記走査電圧に応じた駆動電圧が印加されるコレステリック液晶層を含む複数の表
示画素と、
　前記表示画素の温度を取得する温度取得手段と、
　多値画像データを記憶する画像記憶手段と、
　前記コレステリック液晶層に印加されるデータ電圧の温度依存性を示す補正テーブルを
記憶するテーブル記憶手段と、
　前記画像記憶手段に記憶された多値画像データを２値のデータに変換し、前記２値のう
ち少なくとも一方に対応するデータ電圧が、前記温度取得手段により取得された温度およ
び前記テーブル記憶手段に記憶された補正テーブルに基づいて補正される２値化手段と、
　前記２値化手段により決定されたデータ電圧を前記表示画素に出力する出力手段と
　を有する表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の表示装置
　を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記憶性液晶層を用いた表示装置の駆動において温度補償を行う技術に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　コレステリック液晶などの記憶性液晶は、電子ブックまたは電子ペーパー等の用途に適
した表示体として用いられている。コレステリック液晶は、電圧を印加しない状態におい
ても表示が可能であるという利点を有する。しかし一方で、コレステリック液晶は、書き
換え速度が遅いという欠点がある。コレステリック液晶を用いた表示装置の書き換え速度
を改善する技術として、特許文献１に記載された、いわゆるＤＤＳ（Dynamic Drive Sche
me）駆動が知られている。ＤＤＳ駆動によれば、コレステリック液晶の配向状態はいわゆ
る選択期間において液晶に供給される電力（このとき液晶に印加される電圧を「選択電圧
」という）により決定される。
【０００３】
【特許文献１】米国特許第５７４８２７７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、選択電圧と液晶の反射率との関係は、温度によって大きな影響を受ける。図８
は、反射率－選択電圧の温度特性を模式的に示す図である。図８において、横軸は選択電
圧を、縦軸は駆動後の反射率を示す。反射率とは、基準となる標準白色板の反射輝度を１
００％としたときの相対値である。反射率が高いとより白に近くなり、反射率が低いとよ
り黒に近くなる。黒を表示させたい画素に対しては黒選択電圧Ｖ１が、白を表示させたい
画素に対しては白選択電圧Ｖ２が印加される。図８では、２５℃において最適化された駆
動パラメータが示されている。例えば、２９℃では、白選択電圧Ｖ２を印加しても、液晶
の反射率は黒に相当するものにしかならない。この状態は、正常に表示を行える状態では
ない。これに対し、２４～２６℃の温度範囲においては、白選択電圧Ｖ２を印加すると反
射率は白に相当するものに、黒選択電圧Ｖ１を印加すると反射率は黒に相当するものにな
る。この温度範囲では、白および黒の表示を正しく行うことができる。このとき、温度マ
ージンは２４～２６℃である、という。ここで「温度マージン」とは、正常に表示を行う
ことができる温度範囲をいう。
【０００５】
　表示装置の温度は表示面内において均一であることが望ましい。しかし、実際には、表
示面内において温度が均一でない環境での使用も予想される。表示面内において温度が均
一でないと、階調制御が困難になる。例えば、同じ選択電圧を印加しても、相対的に温度
が高い領域では液晶層の反射率はより黒に近くなり、温度が低い領域では反射率はより白
に近くなる。すなわち、文字を表示した場合に、高温領域においては文字がより太くなり
、低温領域においては文字が細くなってしまう。
【０００６】
　この問題を解決するための手段のひとつとして、表示面内において温度にばらつきが発
生した場合には多階調表示を行わず２階調表示を行うことが考えられる。しかし、ある種
の液晶においては、反射率－選択電圧の温度特性が詳細には図９のようになっているもの
がある。この例では、低電圧領域において反射率が一定ではなく、電圧が低くなるにつれ
反射率が徐々に上昇している。すなわち、黒を表示させるために選択電圧ＶＢを印加して
も、温度がより高い領域では反射率がより白に近くなってしまう。したがって２階調表示
を行ったとしても、図９で考えた場合、２５度の領域では、最適な黒表示が可能であるに
もかかわらず、２７度の領域では黒が薄く表示されてしまうという問題がある。このこと
は、例えば表示面にランプを当てて使用する場合において、もっともランプが当たってい
る箇所の黒表示が良好に行われないことを意味する。
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【０００７】
　本発明は以上の事情に鑑みてなされたものであり、表示面内の温度分布による表示のば
らつきを解消する技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の課題を解決するため、本発明は、複数の走査電極と複数のデータ電極との交点に
対応して設けられ、前記走査電極に走査電圧が印加され、かつ前記データ電極にデータ電
圧が印加されたときに、前記データ電圧および前記走査電圧に応じた駆動電圧が印加され
るコレステリック液晶層を含む複数の表示画素を有する表示装置を駆動する表示駆動装置
であって、前記表示装置の温度を取得する温度取得手段と、多値画像データを記憶する画
像記憶手段と、前記多値画像データを２値のデータに変換する際の２値のうち少なくとも
一方に対応するデータ電圧を、前記温度取得手段により取得された温度に応じて補正する
補正手段と、前記画像記憶手段に記憶された多値画像データを２値画像データに変換する
２値化手段と、前記２値化手段により変換された２値画像データに対応し、前記補正手段
により補正されたデータ電圧を前記表示装置に出力する出力手段とを有する表示駆動装置
を提供する。
　この表示駆動装置によれば、温度に応じて補正されたデータ電圧を出力することができ
る。
【０００９】
　好ましい態様において、この表示駆動装置は、前記表示装置が複数の領域に区分され、
前記温度取得手段が、前記複数の領域の各々の温度を取得し、前記２値化手段が、前記領
域毎に補正を行ってもよい。
　この表示駆動装置によれば、領域毎に温度に応じて補正されたデータ電圧を出力するこ
とができる。
【００１０】
　別の好ましい態様において、この表示駆動装置は、前記温度取得手段により取得された
温度から、処理の基準となる基準温度を決定する基準温度決定手段をさらに有し、前記２
値化手段が、前記複数の領域の各々について、その領域の温度と前記基準温度との差に基
づいて補正を行ってもよい。
　この表示駆動装置によれば、領域毎に、基準温度との差に応じて補正されたデータ電圧
を出力することができる。
【００１１】
　さらに別の好ましい態様において、この表示駆動装置は、前記出力手段が、それぞれ電
圧値の異なる第１の動作モードおよび第２の動作モードのうちいずれか１つの動作モード
に対応するデータ電圧を前記コレステリック液晶層に印加し、前記第１の動作モードおよ
び前記第２の動作モードにおいて前記コレステリック液晶層で２値表示を行うことができ
る温度範囲である温度マージンがそれぞれ異なってもよい。
　この表示駆動装置によれば、温度マージンの異なる２つの動作モードを有する場合でも
、温度に応じて補正されたデータ電圧を出力することができる。
【００１２】
　また、本発明は、複数の走査電極と複数のデータ電極との交点に対応して設けられ、前
記走査電極に走査電圧が印加され、かつ前記データ電極にデータ電圧が印加されたときに
、前記データ電圧および前記走査電圧に応じた駆動電圧が印加されるコレステリック液晶
層を含む複数の表示画素と、前記表示画素の温度を取得する温度取得手段と、多値画像デ
ータを記憶する画像記憶手段と、前記コレステリック液晶層に印加されるデータ電圧の温
度依存性を示す補正テーブルを記憶するテーブル記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶さ
れた多値画像データを２値のデータに変換し、前記２値のうち少なくとも一方に対応する
データ電圧が、前記温度取得手段により取得された温度および前記テーブル記憶手段に記
憶された補正テーブルに基づいて補正される２値化手段と、前記２値化手段により決定さ
れたデータ電圧を前記表示画素に出力する出力手段とを有する表示装置を提供する。
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　さらに、本発明は、上記の表示装置を有する電子機器を提供する。
　この表示装置または電子機器によれば、温度に応じて補正されたデータ電圧に従って画
像が表示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
１．構成
　図１は、本発明の一実施形態に係る情報処理装置１００の構成を示す図である。情報処
理装置１００は、与えられたデータに従って文字または画像の表示を行う電子機器である
。制御回路１１０は、情報処理装置１００の構成要素を制御する。電源回路１２０は、表
示装置１４０の駆動に必要な電圧を供給する。表示体駆動回路１３０は、制御回路１１０
の制御下で、表示装置１４０を駆動する信号を出力する、すなわち、表示装置を駆動する
。表示装置１４０は、電気光学層を有する表示装置である。表示装置１４０には、複数の
温度センサ１５０が取り付けられている。温度センサ１５０は、その温度を示す信号を出
力する。ＵＩ１６０は、ユーザが情報処理装置１００に指示を入力するためのユーザイン
ターフェースである。ＵＩ１６０は、例えば画面の書き換えを指示する書き換えボタンを
含む。
【００１４】
　本実施形態において、表示装置１４０は複数の領域に区分される。各領域はそれぞれ１
つの温度センサ１５０に対応する。言い換えると、複数の温度センサ１５０は、それぞれ
ある領域に割り当てられている。ＲＯＭ１１２は、画像データの画素と温度センサとを対
応させる情報を記憶している。
【００１５】
　制御回路１１０は、詳細には次のような構成を有する。ＣＰＵ（Central Processing U
nit）１１１は、制御回路１１０の構成要素を制御する。ＲＯＭ（Read Only Memory）１
１２は、制御回路１１０の動作に必要なプログラムやデータを記憶する記憶装置である。
ＲＡＭ（Random Access Memory）１１３は、ＣＰＵ１１１がプログラムを実行する際のワ
ークエリアとして機能する記憶装置である。ＡＤＣ（Analog/Digital Converter）１１４
は、温度センサ１５０から出力されたアナログ信号をデジタル信号に変換する。すなわち
、温度情報はＡＤＣ１１４を介して入力される。表示体駆動制御回路１１５は、ＡＤＣ１
１４から出力される温度信号およびＣＰＵ１１１から出力される制御信号に基づいて、表
示体駆動回路１３０を制御する。より詳細には、表示体駆動制御回路１１５は、温度信号
に基づいて、表示装置１４０を駆動するのに必要な電圧値およびパルス幅などの駆動パラ
メータを決定する。表示体駆動制御回路１１５は、内部メモリ（図示略）に、温度と、そ
の温度に対応する駆動パラメータとを含む情報、例えば、温度と駆動パラメータとを対応
させるテーブルを記憶している。
【００１６】
　電源回路１２０は、データ電極用電源回路１２１および走査電極用電源回路１２２を有
する。データ電極用電源回路１２１は、データ電極に出力される駆動信号に用いられる電
圧を提供する。走査電極用電源回路１２２は、走査電極に出力される駆動信号に用いられ
る電圧を提供する。
【００１７】
　表示体駆動回路１３０は、データ電極駆動回路１３１および走査電極駆動回路１３２を
有する。データ電極駆動回路１３１は、表示装置１４０のデータ電極に対し駆動信号を出
力する。走査電極駆動回路１３２は、表示装置１４０の走査電極に対し駆動信号を出力す
る。表示体駆動回路１３０は、「通常モード」と「温度優先モード」を含む少なくとも２
つの動作モードで動作することができる。表示体駆動回路１３０は、通常モードと温度優
先モードのそれぞれについて、温度と駆動パラメータとを対応させるテーブルを記憶して
いる。これらの動作モードの詳細は後述する。
【００１８】
　図２は、温度センサ１５０の構成を例示する図である。本実施形態において、温度セン
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サ１５０は、サーミスタ１５１を含む。サーミスタ１５１は、温度によってその抵抗値が
変化する、具体的には、温度が上昇すると抵抗値が減少する素子である。サーミスタ１５
１の一端には抵抗１５２が直列に接続されており、他端は接地されている。抵抗１５２の
他端は電圧源に接続されている。サーミスタ１５１と抵抗１５２との間の点１５３の電位
は、サーミスタ１５１の抵抗値と抵抗１５２の抵抗値との比に応じて変化する。すなわち
、温度センサ１５０から出力される電圧は、温度によって変化する。
【００１９】
　図３は、表示装置１４０の構成を示す図である。表示装置１４０は、ｎ行の走査電極（
Ｙ１、Ｙ２、…、Ｙｎ）およびｍ列のデータ電極（Ｘ１、Ｘ２、…、Ｘｍ）を含むｎ×ｍ
マトリクス配線を有する。なお、ｎおよびｍは正の整数である。また、本実施形態におい
て、表示装置１４０はいわゆるパッシブマトリクス式の表示装置であるので、走査電極お
よびデータ電極がそれぞれ走査線およびデータ線の機能も兼ねる。走査電極およびデータ
電極の交点には、電気光学素子１４１が形成されている。電気光学素子１４１は、２枚の
電極（データ電極（画素電極またはセグメント電極ということもある）および走査電極（
共通電極またはコモン電極ということもある）、いずれも図示略）、これら２枚の電極間
に封止された電気光学層を有する。本実施形態において、電気光学層として、記憶性液晶
であるコレステリック液晶を含む液晶層が用いられる。記憶性液晶とは、電力を供給しな
くても表示を維持できる液晶をいう。電気光学素子１４１には、対応する走査電極に印加
される電圧（以下「走査電圧」という）および対応するデータ電極に印加される電圧（以
下「データ電圧」という）に応じた電圧が印加される。電気光学層に印加される電圧を「
駆動電圧」という。電気光学層の光学的性質（施光性、光散乱性など）は、印加される電
圧によって変化する。電気光学素子１４１は、液晶の光学的性質の変化によって画像を形
成するものである。なお、基本的に一の電気光学素子１４１は、一の画素（表示画素）に
対応する。ＲＧＢ表色系でカラー表示を行うカラーディスプレイの場合、一の電気光学素
子１４１は、ある画素のうち、ＲＧＢの色成分のうちいずれか一の色成分に対応する。
【００２０】
　図４は、コレステリック液晶の配向を示す図である。本実施形態において、電気光学素
子１４１は、２枚の透明電極（透明電極１４１４および１４１５）の間に挟まれたコレス
テリック液晶層１４１１を有する。さらに、コレステリック液晶層１４１１、透明電極１
４１４および１４１５は、２枚のガラス基板（ガラス基板１４１２および１４１３）の間
に挟まれている。ガラス基板１４１３の下には光吸収層１４１６が設けられている。
【００２１】
　コレステリック液晶層１４１１による光の反射率は、コレステリック液晶分子の配向状
態によって変化する。図４（ａ）は、プレーナ配向（以下「Ｐ配向」という）を示す図で
ある。Ｐ配向状態では、入射光は反射される。すなわち、白が表示される。図４（ｂ）は
、フォーカルコニック配向（以下「Ｆ配向」という）を示す図である。Ｆ配向状態では、
入射光はほぼ透過される。透過光は光吸収層１４１６により吸収されるため、黒が表示さ
れる。このように、コレステリック液晶層１４１１の配向状態を制御することにより、白
、黒、または中間階調を表示することができる。コレステリック液晶は双安定性の材料で
あり、電圧を印加しない状態でもＰ配向またはＦ配向を維持することができる。すなわち
、電圧を印加しない状態でも表示が維持される。Ｐ配向とＦ配向を切り換えるには、コレ
ステリック液晶層１４１１を一旦ホメオトロピック配向（以下「Ｈ配向」という）にする
必要がある。図４（ｃ）は、Ｈ配向を示す図である。Ｈ配向は、コレステリック液晶分子
のらせん構造が崩れた状態に相当する。このとき、入射光は透過される。Ｈ配向は安定状
態ではないため、電圧が印加されている状態でのみ存在する。
【００２２】
２．ＤＤＳ駆動
　図５は、ＤＤＳ駆動を説明する図である。ＤＤＳ駆動において、電気光学素子１４１に
印加される電圧は、非選択期間（Non-selection phase）、リセット期間（Preparation p
hase）、選択期間（Selection phase）および保持期間（Evolution phase）の４つの期間
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に区分される。走査電極Ｙ１～Ｙｎに対応する画素に対して、１ラインずつ順番に選択期
間が割り当てられる。ＤＤＳ駆動によれば、コレステリック液晶層１４１１の配向状態は
選択期間およびその後の保持期間により決定される。ＤＤＳ駆動が開発される以前は、コ
レステリック液晶層の配向状態は選択期間のみによって決定されていた（以下この駆動方
法を「コンベンショナル駆動」という）。コンベンショナル駆動によれば、選択期間とし
て、例えば５０ｍｓｅｃ程度の時間が必要であった。そのため例えば２０００ラインの画
素を書き換えるには、１００ｓｅｃ程度の時間が必要であった。ＤＤＳ駆動によれば選択
期間は１ｍｓｅｃ程度に短縮されるため、２０００ラインの画素を書き換えるのに必要な
時間も２ｓｅｃ程度に短縮される。
【００２３】
　図６は、ＤＤＳ駆動におけるコレステリック液晶の配向遷移を示す図である。リセット
期間において、Ｐ配向またはＦ配向の液晶をＨ配向にさせる電圧が印加される。次に選択
期間において、要求される表示状態（２階調であれば白または黒、すなわちＰ配向または
Ｆ配向）を選択するための電圧（以下「選択電圧」という。すなわち選択電圧とは、特に
選択期間における駆動電圧をいう）が印加される。本実施形態において、選択電圧により
コレステリック液晶層はＨ配向を維持するかまたは過渡プレーナ配向（以下「ＴＰ配向」
という）に遷移される。ＴＰ配向は、液晶分子のらせん構造が若干弛緩した、Ｈ配向とＰ
配向の中間的な状態である。次に、保持期間において、要求される表示状態を保持するた
めの電圧（以下「保持電圧」という）が印加される。選択電圧によりＨ配向になった液晶
層は、Ｈ配向が維持される。選択電圧によりＴＰ配向になった液晶層は、Ｆ配向に遷移さ
れる。次に、非選択期間において、電圧が消去される（厳密には電圧はゼロにはならない
）。保持電圧によりＨ配向になっていた液晶層は、Ｐ配向（白表示）に遷移される。
【００２４】
　図７は、ＤＤＳ駆動における駆動電圧波形を例示する図である。ここでは、液晶の劣化
を防ぐため、正負の電圧が交互に印加される。まず、白を表示させる場合、データ電圧Ｖ

ＳＥＧは、選択期間の前半において白選択電圧Ｖ２、後半において黒選択電圧Ｖ１である
（これは非選択期間でも同様である）。このとき、走査電圧ＶＣＯＭは、選択期間の前半
においてゼロ、後半において（Ｖ１＋Ｖ２）である。したがって、選択期間においてコレ
ステリック液晶層１４１１に印加される駆動電圧（ＶＳＥＧ－ＶＣＯＭ）は、選択期間の
前半においてＶ２、後半において－Ｖ２である。一方、非選択期間において、走査電圧Ｖ

ＣＯＭは（Ｖ１＋Ｖ２）／２である。したがって、非選択期間においてコレステリック液
晶層１４１１に印加される駆動電圧（ＶＳＥＧ－ＶＣＯＭ）は、前半において（Ｖ２－Ｖ

１）／２、後半において－（Ｖ２－Ｖ１）／２である。
【００２５】
　黒を表示させる場合、データ電圧ＶＳＥＧは、選択期間の前半において黒選択電圧Ｖ１

、後半において白選択電圧Ｖ２である（これは非選択期間でも同様である）。走査電圧Ｖ

ＣＯＭは白を表示させる場合と同一である（これは非選択期間でも同様である）。したが
って、選択期間においてコレステリック液晶層１４１１に印加される駆動電圧（ＶＳＥＧ

－ＶＣＯＭ）は、前半においてＶ１、後半において－Ｖ１である。また、非選択期間にお
いてコレステリック液晶層１４１１に印加される駆動電圧（ＶＳＥＧ－ＶＣＯＭ）は、前
半において－（Ｖ２－Ｖ１）／２、後半において（Ｖ２－Ｖ１）／２である。
【００２６】
　中間階調を表示させる場合、データ電圧ＶＳＥＧは、（ＶＳＥＧ－ＶＣＯＭ）において
白選択電圧Ｖ２がパルスとして印加されるような電圧である。すなわち、（ＶＳＥＧ－Ｖ

ＣＯＭ）において、黒選択電圧Ｖ１に対して白選択電圧Ｖ２が幅Ｂのパルス電圧として印
加される。白選択電圧Ｖ２のパルス幅Ｂを制御することにより、多階調が表示される。な
お、図７に示される交流信号の周波数は任意である。
【００２７】
　図８は、コレステリック液晶層の反射率－選択電圧の温度特性を模式的に示す図である
。図８において、駆動パラメータは２５℃において最適化されている。図８において、選
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択電圧の値は、交流の実効電圧を意味する。また、図８において、４階調表示に対応する
駆動パラメータが例示されている。例えば、２９℃では、白選択電圧Ｖ２を印加しても、
液晶の反射率は黒に相当するものにしかならない。この状態は、正常に表示を行える状態
ではない。これに対し、２４～２６℃の温度範囲においては、白選択電圧Ｖ２を印加する
と反射率は白に相当するものに、黒選択電圧Ｖ１を印加すると反射率は黒に相当するもの
になる。この温度範囲では、白および黒の表示を正しく行うことができる。このとき、温
度マージンは２４～２６℃である、という。ここで「温度マージン」とは、正常に白黒２
値表示を行うことができる温度範囲をいう。すなわち、温度マージンとは、液晶を、あら
かじめ決められた２つの階調（例えば白および黒）に相当する反射率にするのに必要な２
つの電圧値がその選択電圧の最大値および最小値で規定される範囲内に収まっている温度
範囲をいう。
【００２８】
　図９は、反射率－選択電圧の温度特性の詳細を示す図である。ある種のコレステリック
液晶においては、このように、理想的には反射率が一定であるべき領域において、反射率
が選択電圧に応じて変化するという現象が起こる。図９の例では、低電圧領域において反
射率が一定ではなく、電圧が低くなるにつれ反射率が徐々に上昇している。例えばある黒
表示電圧ＶＢが印加されたとき、温度が高くなるにつれ反射率が上昇してしまう。したが
って表示面内に温度ムラが発生した場合、温度の高い領域ほど色が黒が薄くなってしまう
。そこで本実施形態においては、以下で説明するように、温度に応じて黒表示電圧が変更
される。
【００２９】
３．動作
　図１０は、情報処理装置１００の動作を示すフローチャートである。図１０に示される
フローは、例えば、ユーザが書き換えボタンを押したことをトリガとして開始される。ス
テップＳ１００において、ＣＰＵ１１１は温度を測定する。すなわち、ＣＰＵ１１１は、
各温度センサ１５０から出力された温度信号を、ＡＤＣ１１４を介して取得する。ＲＯＭ
１１２は、温度センサ１５０の出力電圧を温度に変換するテーブルを記憶している。ＣＰ
Ｕ１１１は、このテーブルに従って温度センサ１５０の出力電圧を温度に変換する。ＣＰ
Ｕ１１１は、得られた温度データに、その温度データに対応する温度センサ１５０を特定
する識別子を付加してＲＡＭ１１３に記憶する。あるいは、ＣＰＵ１１１は、温度データ
に、その温度データに対応する領域の識別子を付加してＲＡＭ１１３に記憶してもよい。
【００３０】
　ステップＳ１１０において、ＣＰＵ１１１は、温度ムラを算出する。「温度ムラ」とは
、表示装置１４０の表示面内における温度分布を示す情報である。「表示面」とは、電気
光学素子１４１が配置されている面をいう。例えば、「温度ムラ」とは、表示装置１４０
の基準温度と、各測定点（温度センサ１５０）の温度との差をいう。基準温度は、例えば
、全測定点における温度の平均値である。すなわち、ＣＰＵ１１１は、基準温度を算出す
る。次に、ＣＰＵ１１１は、対象となる測定点を１つずつ順番に特定する。ＣＰＵ１１１
は、対象となる測定点の温度と、基準温度との差を算出する。ＣＰＵ１１１は、算出され
た差を温度ムラとしてＲＡＭ１１３に記憶する。なお、基準温度として用いられる温度は
全測定点の平均値に限定されない。例えば、ある特定の測定点の温度が基準温度として用
いられてもよい。
【００３１】
　ステップＳ１２０において、ＣＰＵ１１１は、温度ムラがあらかじめ決められた条件を
満たすか判断する。この条件は、温度ムラが大きいか否かを判断する条件である。ＲＯＭ
１１２は、この条件を示す情報を記憶している。具体的には、例えば、ある測定点におけ
る温度ムラの絶対値があらかじめ決められたしきい値よりも大きい、という条件が用いら
れる。あるいは、温度ムラの絶対値がしきい値よりも大きい測定点の数が一定数以上存在
する、という条件が用いられてもよい。さらにあるいは、温度ムラΔＴと測定温度の分散
σが、あらかじめ決められた関係、例えば、ΔＴ＞３σを満たすという条件が用いられて
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もよい。
【００３２】
　温度ムラがあらかじめ決められた条件を満たすか否かに応じて、表示体駆動回路１３０
の動作モードが通常モードであるか、温度優先モードであるかが決定される。ここで、「
通常モード」と「温度優先モード」について説明する。本実施形態において、通常モード
と温度優先モードとは、画像データの階調数が異なる。通常モードにおける階調数の方が
、温度優先モードにおける階調数よりも多い。本実施形態において、通常モードでは１６
階調の画像データに従って表示装置１４０が駆動され、温度優先モードでは２階調の画像
データに従って表示装置１４０が駆動される。すなわち、温度優先モードでは、１６階調
の画像データを２階調に変換する処理が行われる。
【００３３】
　温度ムラがあらかじめ決められた条件を満たすと判断された場合（Ｓ１２０：ＹＥＳ）
、ＣＰＵ１１１は、処理をステップＳ１３０に移行する。ステップＳ１３０において、Ｃ
ＰＵ１１１は、表示体駆動制御回路１１５を通常モードで動作させることを決定する。Ｃ
ＰＵ１１１は、動作モードを通常モードに切り換える信号を表示体駆動制御回路１１５に
出力する。
【００３４】
　温度ムラがあらかじめ決められた条件を満たさないと判断された場合（Ｓ１２０：ＮＯ
）、ＣＰＵ１１１は、処理をステップＳ１４０に移行する。ステップＳ１４０において、
ＣＰＵ１１１は、表示体駆動制御回路１１５を温度優先モードで動作させることを決定す
る。ＣＰＵ１１１は、動作モードを温度優先モードに切り換える信号を表示体駆動制御回
路１１５に出力する。
【００３５】
　ステップＳ１５０において、ＣＰＵ１１１は、画像データを１６階調（０～１５）から
２階調に変換する。変換は次のように行われる。いま変換後の階調値のうち値が小さい方
を「黒レベル」と、値が大きい方を「白レベル」という。ＣＰＵ１１１は、変換前の階調
値をしきい値と比較し、しきい値以上である場合には階調値を白レベルに変換し、しきい
値未満である場合には階調値を黒レベルに変換する。例えば黒レベルのデフォルト値は「
０」であり、白レベルのデフォルト値は「１５」である。本実施形態において、黒レベル
の値は、その画素に対応する領域の温度に応じて変更される。ＣＰＵ１１１は、補正テー
ブルに従って画像データの変換を行う。
【００３６】
　図１１は、補正テーブルを例示する図である。補正テーブルは、基準温度と、領域の温
度と、黒レベルの値とを対応させるテーブルである。図１１の例によれば、基準温度が２
５℃、処理対象となる画素に対応する領域の温度が２８℃であった場合、黒レベルとして
「５」が得られる。ＣＰＵ１１１は、補正テーブルから、対象画素に対応する黒レベルを
読み出し、画像データを変換する。例えば、しきい値が「７」、基準温度が２５℃、領域
の温度が２８℃であった場合を例に説明する。この場合、変換前の階調値が７～１５の範
囲にあれば階調値は白レベル（１５）に変換され、変換前に０～６の範囲にあれば階調値
は黒レベル（ここでは「５」）に変換される。
【００３７】
　ＣＰＵ１１１は、画像データに含まれる複数の画素のすべてについて、階調値の変換を
行う。すなわち、ＣＰＵ１１１は、対象となる画素を１つずつ順番に特定する。ＣＰＵ１
１１は、対象画素について、領域の温度を取得し、補正テーブルから黒レベルを読み出し
、階調値の変換を行う。
【００３８】
　再び図１０を参照して説明する。ステップＳ１６０において、表示体駆動制御回路１１
５は、基準温度および動作モードに基づいて駆動パラメータ（電圧を含む）を決定する。
さらに、表示体駆動制御回路１１５は、決定された駆動パラメータに従って表示体駆動回
路１３０を制御する。また、電源回路１２０は、表示体駆動制御回路１１５に指定された
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電圧を、表示体駆動回路１３０に出力する。
【００３９】
　以上で説明したように本実施形態によれば、表示装置１４０は、温度ムラがある基準よ
りも小さいときは通常モードで駆動され、温度ムラが基準よりも大きいときは温度優先モ
ードで駆動される。すなわち、温度ムラが発生したときには、画像データは２階調に変換
される。これにより、表示面の温度ムラに起因する、文字の太さのばらつきの問題を解消
することができる。さらに、このとき２値化の黒レベルの値は表示面の温度に応じて補正
されるので、より良好な黒を表示することができる。
【００４０】
４．他の実施形態
　本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく、種々の変形実施が可能である。
　上述の実施形態において、表示装置１４０の温度ムラがあらかじめ決められた範囲内に
あるか否かに応じて、画像変換を行うか否かが決定された。すなわち、温度ムラが決めら
れた範囲内にあれば、画像変換は行われず多階調のデータに従って表示装置１４０が駆動
される。しかし、温度ムラが決められた範囲内にあるか判断する処理は省略されてもよい
。すなわち、画像の変換処理は、温度ムラによらずに毎回行われてもよい。この場合、図
１０のステップＳ１１０において、温度ムラは算出されなくてもよい。また、ステップＳ
１２０およびＳ１３０の処理は行われず、ステップＳ１１０に続いてステップＳ１４０の
処理が行われる。
【００４１】
　上述の実施形態において、通常モードと温度優先モードとは、画像データの階調数が異
なっていた。通常モードと温度優先モードにおいて、さらに、駆動パラメータ、例えば、
黒選択電圧Ｖ１と白選択電圧Ｖ２との電圧差ΔＶが異なっていてもよい。このとき、通常
モードにおける電圧差ΔＶＳと温度優先モードにおける電圧差ΔＶＥとは、ΔＶＳ＜ΔＶ

Ｅを満たす。すなわち、温度優先モードにおける温度マージンは通常モードにおける温度
マージンよりも大きい。このように駆動パラメータの変更が行われる場合、補正テーブル
は、基準温度と、領域の温度と、駆動パラメータと、黒レベルの値とを対応させるテーブ
ルである。
【００４２】
　いま通常モードと温度優先モードにおいて、電圧差ΔＶがそれぞれ異なる例について説
明したが、通常モードと温度優先モードとは、その温度範囲が異なっていればよいのであ
って、必ずしも電圧差が異なっている必要はない。要は、それぞれ電圧値の範囲が異なる
少なくとも２つの動作モード（第１の動作モードおよび第２の動作モード）であって、電
気光学層において２値表示を行うことができる温度範囲である温度マージンがそれぞれ異
なる少なくとも２つの動作モードが存在すればよい。例えば、通常モードの温度マージン
が２４～２６℃であって、温度優先モードの温度マージンが２６～２８℃であってもよい
。
【００４３】
　また、図１では、温度センサ１５０が３個設けられている例について説明した。しかし
、温度センサ１５０の数および配置はこれに限定されるものではない。より局所的な温度
ムラを検出するには、温度センサの数は多いほうがよい。コストの観点からは、温度セン
サの数は少ないほうがよい。温度センサは少なくとも２つ設置されていればよい。温度セ
ンサの数が２つのみである場合、いずれか一方の測定点における温度を、基準温度として
用いてもよい。
【００４４】
　また、上述の実施形態において、温度センサ１５０がサーミスタを含む例について説明
した。しかし、サーミスタ以外の素子、例えば、熱電対、または非接触式の放射温度計が
用いられてもよい。
【００４５】
　上述の実施形態において、電気光学層の反射率－選択電圧の温度特性は図９を用いて説
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明された。しかし、電気光学層の反射率－選択電圧の温度特性は図９に示されるものに限
定されない。例えば高電圧側で反射率が一定にならない反射率－選択電圧特性を有するコ
レステリック液晶層に対し、本発明が適用されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施形態に係る情報処理装置１００の構成を示す図である。
【図２】温度センサ１５０の構成を例示する図である。
【図３】表示装置１４０の構成を示す図である。
【図４】コレステリック液晶の配向を示す図である。
【図５】ＤＤＳ駆動を説明する図である。
【図６】ＤＤＳ駆動におけるコレステリック液晶の配向遷移を示す図である。
【図７】ＤＤＳ駆動における駆動電圧波形を例示する図である。
【図８】反射率－選択電圧の温度特性を模式的に示す図である。
【図９】反射率－選択電圧の温度特性の詳細を示す図である。
【図１０】情報処理装置１００の動作を示すフローチャートである。
【図１１】補正テーブルを例示する図である。
【符号の説明】
【００４７】
１００…情報処理装置、１１０…制御回路、１１１…ＣＰＵ、１１２…ＲＯＭ、１１３…
ＲＡＭ、１１４…ＡＤＣ、１１５…表示体駆動制御回路、１２０…電源回路、１２１…デ
ータ電極用電源回路、１２２…走査電極用電源回路、１３０…表示体駆動回路、１３１…
データ電極駆動回路、１３２…走査電極駆動回路、１４０…表示装置、１４１…電気光学
素子、１５０…温度センサ、１５１…サーミスタ、１５２…抵抗、１５３…点、１６０…
ＵＩ、１４１１…コレステリック液晶層、１４１２・１４１３…ガラス基板、１４１４・
１４１５…透明電極、１４１６…光吸収層
【図１】 【図２】
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